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　第24回  西砂会館まつり
　　　　開催日  ３月11日（日）

《10時〜》 
　　杵つきもち
　　手打ちうどん
　　地場産野菜等販売
　　包丁とぎ
《11時〜》
　　会館利用者の演芸発表
　　福引抽選会（演芸発表終了後）

　

今
年
も
恒
例
の
会
館
ま
つ
り
を

三
月
十
一
日
に
開
催
致
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
、

模
擬
店
、
会
館
利
用
者
の
皆
様
の

演
芸
発
表
、
何
が
当
る
か
楽
し
み

な
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
役
員
一
同
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

   

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　  

管
理
運
営
委
員
長

渡
辺
　
茂

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
は
西
砂
会
館
の
諸

行
事
・
運
営
に
対
し
、
諸
団
体
、

小
中
学
校
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

西
砂
会
館
は
設
立
二
十
四
年
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
西
砂
会
館

運
営
の
課
題
は
利
用
者
数
の
拡
大

で
あ
り
ま
す
。
自
治
連
西
砂
支
部

が
開
設
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
み
ん
な
の

西
砂
」
に
当
館
の
利
用
予
約
状
況

を
掲
載
す
る
な
ど
の
施
策
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
夜
間
の
利
用
が
未

だ
少
な
く
、
皆
様
方
の
積
極
的
な

利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
既
存
パ
ネ
ル
を
利

用
し
て
、
学
習
室
及
び
休
養
室
の

作
品
展
示
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
長
年
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
西
砂
川
地
区
文
化

祭
の
作
品
展
示
会
場
と
し
て
利
用

し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
設
備
は

地
域
の
皆
様
方
の
作
品
展
示
会
や

発
表
会
等
に
も
対
応
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

さ
て
、
本
年
も
平
成
三
十
年
一

月
七
日
（
日
）
に
新
年
の
恒
例
行

事
「
ま
ゆ
玉
飾
り
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
や
学
校
関
係

の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
達
と
新

年
の
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
三
十
年
一
月
二
十
一

日
（
日
）
に
「
初
笑
い
親
子
手
打

ち
う
ど
ん
作
り
大
会
」
を
西
砂
川

地
区
文
化
会
と
共
催
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
館
の
年
度
締
め
の
行
事
は
、

「
西
砂
会
館
ま
つ
り
」
で
す
。
今

年
は
平
成
三
十
年
三
月
十
一
日

（
日
）
に
開
催
致
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
会
館
運
営
な
ら
び
に
開

催
行
事
等
の
活
動
に
対
し
て
地
域

の
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し

て
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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『
ま
ゆ
玉
飾
り
』

　

去
る
一
月
七
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
ま
ゆ
玉
飾
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
四
十
名
ほ
ど
の
参
加
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

『
防
災
訓
練
と
利
用
者
懇
談
会
』

　

昨
年
九
月
十
六
日
（
土
）
に
防

災
訓
練
と
利
用
者
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　『
そ
う
め
ん
流
し
大
会
』

　

昨
年
八
月
六
日
（
日
）
に
恒
例

の
そ
う
め
ん
流
し
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
七
十
五
名
の
参

加
で
に
ぎ
や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ＡＥＤの練習 119 番通報の練習
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玉
林
寺
の
六
地
蔵

　

五
日
市
街
道
西
砂
町
宮
沢
交
差

点
す
ぐ
近
く
に
、
嶺
宝
山
玉
林
寺

が
あ
り
ま
す
。

創
建
は
古
く
、

二
百
八
十
年
程

前
江

戸
時

代
の

元
文

年
間

に
、

現
瑞

穂
町

か
ら

殿
ヶ

谷
新

田
の
菩
提
寺
と

し
て
現
在
の
地

に
移
転
し
て
き

た
様
で
す
。
こ
の
玉
林
寺
本
堂
左

手
に
六
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。
当
地

移
転
三
十
年
後
の
明
和
七
年
に
宮

沢
新
田
と
殿
ヶ
谷
新
田
の
講
中
で

建
立
し
た
様
で
す
。
六
地
蔵
は
向

か
っ
て
左
か
ら
法
印
地
蔵
・
金
剛

地
蔵
・
鶏
亀
地
蔵
・
法
性
地
蔵
・

地
持
地
蔵
・
寳
性
地
蔵
と
の
こ
と

で
す
。

お
地
蔵

様
は
苦

悩
の
人

々
を
、

無
限
の

大
慈
悲

の
心
で

包
み
込

み
救
う

そ
う
で

す
。

機
会
が

あ
り
ま

し
た
ら

一
度
お

参
り
に

行
っ
て
見
て
下
さ
い
。

 　
玉
林
寺
世
話
人    

土
方
好
和

ラ
フ
＆
タ
フ
体
操
教
室

　「
カ
ラ
ダ
も
気
持
ち
も

　
　
　
　  

ス
ッ
キ
リ
体
爽
!
」

　

火
曜
日
の
朝
は
、「
１
、２
、３
…
」

と
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
は

ず
。
こ
の
教
室
は
、
加
齢
等
で
体
力

の
低
下
が
気
に
な
る
方
を
対
象
に
し

た
健
康
づ
く
り
・
運
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
毎

回
血
圧
を
測
っ
て
か
ら
看
護
師
の
見

守
り
の
中
、
運
動
指
導
士
と
一
緒
に

ス
ト
レ
ッ
チ
や
リ
ズ
ム
体
操
を
し
ま

す
。ボ
ー
ル
を
使
う
時
も
あ
り
、色
々

な
運
動
を
体
で
覚
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
体
を
動
か
し
た
後
は
毎
回
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
す
る
の
で
、
教

室
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
心
も
体
も

す
っ
き
り
で
き
ま
す
。

月
に
３
回
、
全
18
回
（
約
半
年
間
）

を
１
ク
ー
ル
で
実
施
し
て
い
る
の

で
、
ま
ず
１
ク
ー
ル
一
緒
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
４
月
か
ら
の
ク
ー
ル

の
申
し
込
み
は
３
月
９
日
（
金
）
が

締
切
で
す
。
お
電
話
か
お
葉
書
で
立

川
市
健
康
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
２
月
10
日
号

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
と
楽
し
く
和
気
藹
々
と
体
を
動
か

せ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
智
子
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　﹃
休
館
日
変
更
﹄

　

平
成
三
十
年
四
月
よ
り
、
西
砂

会
館
の
休
館
日
が
左
記
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
う

え
、
ご
利
用
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

記

従
来
休
館
日
＝
第
二
火
曜
日
、

　
　
　
　
　
　

第
四
木
曜
日
。

変
更
後
は
第
二
木
曜
日
︑

　
　
　
　
第
四
火
曜
日

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
お
知
ら
せ

　
　
パ
ネ
ル
用
修
繕

　

一
階
和
室
、
学
習
室
を
装
飾
品

展
示
用
に
平
成
29
年
11
月
に
改
装

工
事
を
し
ま
し
た
。
又
、
ス
タ
ン

ド
式
掲
示
板
も
平
成
19
年
４
月
１

日
よ
り
、
西
砂
会
館
倉
庫
に
保
管

さ
れ
て
お
り
、
10
式
あ
り
ま
す
。

文
化
祭
等
に
て
装
飾
品
展
示
に
ご

利
用
下
さ
い
ま
せ
。

西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
～
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
火
曜
日
・
第
四
木
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
℡  
℻
  　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

『
利
用
者
団
体
』

 〝
立
川
そ
よ
か
ぜ
ト
リ
ム
〞

　「
椅
子
に
座
っ
て
体
操
を
‼
」 

　

か
み
す
な
抱
括
さ
ん
の
企
画
で

運
動
を
し
た
い
け
れ
ど
も
一
人
で

は
体
操
が
で
き
な
い
人
達
の
体
操

が
西
砂
会
館
で
行
わ
れ
、
講
習
会

を
経
て
会
が
発
足
し
て
四
年
に
な

り
ま
す
。
男
性
二
名
、
女
性
十
六

名
で
月
二
回
、
一
時
間
半
の
ト
リ

ム
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
座
っ
て
行
う
体
操
だ
け

で
は
な
く
イ
ス
か
ら
離
れ
足
首
廻

し
、
片
足
立
ち
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
等

も
取
り
入
れ
て
カ
ウ
ン
ト
も
徐
々

に
増
し
て
体
力
も
少
し
ず
つ
向
上

し
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

水
分
の
補
給
の
合
間
に
会
員
が

近
況
や
体
調
の
話
を
し
た
り
、
休

ん
で
い
る
会
員
の
様
子
を
報
告
し

た
り
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
聞
き
手
は
、

日
本
ト
リ
ム
体
操
協
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
講
師
「
瀬
野
幸
子
」
先
生
。

体
操
が
一
時
中
断
し
て
も
皆
で
話

し
、
笑
う
の
も
脳
や
口
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
。

　

体
力
的
な
悩
み
の
解
決
体
操
も

指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

　

又
、
一
人
一
人
の
気
づ
か
い
も

あ
り
体
調
に
合
わ
せ
て
の
指
導
が

心
な
ご
み
ま
す
。

　

一
時
間
半
は
短
く
感
じ
て
い
ま

す
。帰
る
と
き
の
会
員
さ
ん
は
、頬
を

ピ
ン
ク
に
笑
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
達
と
一
緒
に
心
も
身
体
も

ホ
ッ
コ
リ
し
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
澤
友
子

◇
編
集
後
記
◇

　

年
末
年
始
、
忙
し
い
反
面
、
一

年
を
ふ
り
返
っ
た
り
、
新
た
な
目

標
を
立
て
た
り
、
今
年
程
健
康
一

番
と
目
標
を
持
っ
た
事
は
無
い
。

自
分
は
勿
論
の
事
、
周
り
の
健
康

も
不
可
欠
。
元
気
で
あ
れ
ば
何
で

も
出
来
る
。
皆

様
、
今
年
も
宜

し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。


